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坂
東
眞
理
子
理
事
長
・
総
長

上
海
交
通
大
学
　
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
就
任

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
と
も
に

SSIP

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
と
も
に

SSIP

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

こ
の
先
を
右
に
入
る
と

姜党委書記から任命状を授与される坂東理事長・総長

上
海
交
通
大
学
正
門
前
で

表敬訪問をするハーバードインターン生

インターン生の４人でランチ　左から長谷部
さん、イケさん、松本さん、ジェンさん

　
文
月(

ふ
み
づ
き
、
ふ
づ

き)

に
な
り
ま
し
た
。
七
夕

の
夜
に
思
い
を
馳
せ
、
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
い
本
音
を

吐
露
し
て
、
さ
れ
て
、
涙
す

る
文
月
で
す
。
一
般
的
に
は

七
月(

な
な
が
つ)

。
愛
逢
月

(

め
で
あ
い
づ
き)

と
か
七
夜

月(

な
な
よ
づ
き)

な
ん
て
呼

び
方
も
あ
り
ま
す
ね
。
本
来

は
陰
暦(

太
陰
暦)

で
す
が
、

新
暦(

太
陽
暦)

で
も
使
っ
て

い
ま
す
。
文
月
、
そ
ろ
そ
ろ

試
験
の
事
や
そ
の
後
の
夏
休

み
の
計
画
で
頭
が
一
杯
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
始
ま

る
前
の
夏
休
み
に
は
、
広
大

な
希
望
と
遠
大
な
計
画
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

計
画
の
中
に
は
目
的
地
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
、

目
的
地
ま
で
ま
っ
す
ぐ
行
く

派
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も

回
り
道
を
探
し
て
み
た
り
す

る
で
し
ょ
う
か
。
ま
っ
す
ぐ

な
道
が
見
え
て
い
る
時
に
は
、

真
っ
す
ぐ
に
行
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
れ
ば
、

新
幹
線
を
使
っ
て
東
京
か
ら

大
阪
ま
で
行
く
感
じ
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
な
ど
で
途
中
下

車
し
ち
ゃ
う
の
が
寄
り
道
回

り
道
。
目
的
地
に
向
か
っ
て

ま
っ
す
ぐ
行
く
の
も
良
い
の

道
な
の
だ
け
ど
、
け
も
の
道

で
狭
い
。
登
っ
て
ゆ
く
と
、

単
に
行
き
止
ま
り
だ
っ
た
。

仕
方
な
い
、
広
場
ま
で
降
り

て
お
茶
で
も
飲
み
ま
し
ょ
う
。

　
近
場
の
、
自
分
の
町
も
よ

い
で
す
よ
ね
。
駅
ま
で
の
道

筋
、
た
ま
に
は
普
段
と
は
異

な
っ
た
道
を
つ
ら
つ
ら
歩
く

の
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。
二
、

三
本
ず
れ
た
道
を
歩
い
て
い

る
と
、
住
宅
街
な
の
に
カ
フ

ェ
が
突
然
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

一
般
の
家
を
改
装
し
た
正
面
。

正
直
、主
人
の
趣
味
で
や
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
、定
年
後
の

何
か
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
な
の
で
す
が
、
見

つ
け
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
と
い

う
か
、
入
っ
て
み
た
い
で
す

よ
ね
。
ち
ら
っ
と
時
間
を
見

た
ら
、
一
時
間
位
は
大
丈
夫
。

ど
う
や
ら
紅
茶
と
手
作
り
ケ

ー
キ
の
店
の
様
で
す
。
こ
こ

は
試
し
に
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
と

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
頼
ん
で

み
ま
す
。
あ
、
ク
リ
ー
ム
が

ち
ゃ
ん
と
ク
リ
ー
ム
で
す
。

既
製
の
植
物
油
脂
じ
ゃ
な
い
。

こ
れ
は
意
外
で
嬉
し
い
。
確

か
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
も
あ
っ

た
筈
。
摂
食
量
超
過
だ
け
ど

気
に
し
な
い
。
お
、
ち
ゃ
ん

と
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
で

す
ね
。
紅
茶
を
追
加
、
次
は

　
こ
の
ほ
ど
、
本
学
の
長
年

の
協
定
校
で
あ
る
上
海
交
通

大
学
で
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
、
坂
東
眞
理
子

記
よ
り
任
命
状
を

授
与
さ
れ
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は

日
本
の
社
会
、
政

治
、
経
済
、
法
制

度
な
ど
を
研
究
す

る
新
し
い
研
究
拠

点
と
し
て
、
国
の

支
援
の
も
と
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
上
海
交
通
大

学
の
凱
原
法
学
院
（
法
科
大

学
院
）
の
教
授
を
中
心
に
構

成
さ
れ
、
日
本
の
政
治
家
や

学
者
な
ど
も
研
究
員
と
し
て

参
加
す
る
。坂
東
理
事
長
・
総

長
は
、
専
門
で
あ
る
女
性
問
題

の
分
野
で
、
日
本
の
法
制
度

や
行
政
の
取
り
組
み
に
関
す

る
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
な

ど
、
同
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
く
。

　
本
学
は
、
一
九
九
二
年
の

姉
妹
校
協
定
締
結
以
来
、
同

大
学
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

続
け
て
お
り
、
昨
年
度
は
初

の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
の
学

位
取
得
生
一
〇
名
の
卒
業
生

が
誕
生
し
た
。
今
後
は
、
こ

の
よ
う
な
学
生
交
流
の
み
な

ら
ず
、
研
究
交
流
の
分
野
で

も
同
大
学
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
深
ま
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
国
際
交
流
課
）

理
事
長
・
総
長
が
顧
問
に
就

任
し
た
。
坂
東
理
事
長
・
総

長
は
、
五
月
三
日
、
同
大
学

を
訪
問
し
、
姜
斯
憲
党
委
書

　
私
は
五
月
二
一
日
〜
七
月

一
三
日
ま
で
の
八
週
間
、
国

際
交
流
課
（C

I
E
)

でS
S
I
P

の

運
営
に
携
わ
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
る
。

S
S
I
P

と
は
、
海
外
協
定
校
か

ら
留
学
生
を
招
い
て
行
う
三

週
間
の
多
文
化
協
働
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
。
昭
和
の
学

生
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
授

業
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
、

留
学
を
し
て
い
た
。
文
化
の

違
い
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
中
で
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
に
は

必
ず
誰
か
の
支
え
が
あ
っ
て

文
化
を
理
解
す
る
こ
と
、
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
度
は
日
本

で
私
が
そ
の
誰
か
を
応
援
し

た
い
、
力
に
な
り
た
い
の
だ
。

留
学
生
は
、
日
本
で
何
を
学

び
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
る

の
で
あ
ろ
う
。
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
留
学
生
の

気
持
ち
を
考
え
る
と
、
私
も

嬉
し
く
な
る
。
私
が
ボ
ス
ト

ン
で
多
く
を
学
ん
だ
よ
う
に
、

日
本
で
も
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
と
日
々
の

準
備
に
も
力
が
入
る
。
留
学

生
も
昭
和
の
学
生
に
も
実
り

あ
る
多
文
化
協
働
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
な
る
よ
う
に
、
イ
ン

タ
ー
ン
生
一
同
、一
丸
と
な
っ

て
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

（
英
コ
ミ
　
長
谷
部
笑
理
）

学
内
に
い
な
が
ら
も
留
学
生

と
英
語
で
日
本
の
歴
史
や
現

状
を
学
び
、
留
学
生
と
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
貴
重

な
機
会
だ
。
私
を
含
め
た
昭

和
の
学
生
二
人
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
学
生
二
人
、
計
四

人
が
運
営
に
携
わ
るC

I
E

の

一
員
と
な
り
、
企
画
、
準
備

を
日
々
進
め
て
い
る
。

　
私
は
今
年
の
五
月
ま
で
、

ボ
ス
ト
ン
に
一
年
八
か
月
の

デ
ィ
ン
ブ
ラ
で
。今
回
は
当
り

で
し
た
ね
。
あ
、
写
真
撮
り

忘
れ
た
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
回
り

道
や
寄
り
道
は
楽
し
い
で
す
。

思
わ
ぬ
発
見
や
記
憶
に
留
ま

る
出
来
事
を
経
験
を
し
た
り

し
ま
す
。
と
こ
ろ
で
大
学
で

す
。
目
的
地
は
ど
こ
で
し
ょ

う
か
。
卒
業
す
る
こ
と
、
そ

れ
と
も
資
格
を
取
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
も
大
き
な

目
的
地
に
は
違
い
な
い
の
で

す
が
、
き
っ
と
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
筈
で
す
。
そ
し
て
大

学
時
代
は
、
こ
の
回
り
道
や

寄
り
道
を
も
っ
と
も
楽
し
み

や
す
い
環
境
に
も
あ
り
ま
す
。

国
内
で
も
国
外
で
も
一
番
行

き
や
す
い
時
期
で
す
。
さ
く

っ
と
留
学
し
て
く
る
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。
ボ
ス
ト
ン
の

一
五
週
か
ら
協
定
校
、
自
由

型
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
留
学

が
可
能
で
す
。
き
っ
と
得
難

い
経
験
に
な
り
ま
す
。
大
学

内
で
の
寄
り
道
も
良
い
で
し

ょ
う
。
い
つ
も
は
聴
か
な
い

他
学
科
の
専
門
科
目
も
、
い

く
つ
も
聴
く
事
が
で
き
ま
す
。

普
段
の
、
自
分
の
学
科
と
は

異
な
る
常
識
と
内
容
は
、
多

分
新
鮮
で
興
味
を
満
足
さ
せ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
最
低

必
要
単
位
数
は
あ
く
ま
で
も

最
低
で
、
多
い
分
に
は
構
わ

な
い
。
せ
っ
か
く
高
校
ま
で

と
は
異
な
っ
て
、
か
な
り
自

由
な
シ
ス
テ
ム
で
構
築
さ
れ

て
い
る
、
大
学
と
い
う
所
に

来
た
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を

存
分
に
利
用
す
る
の
は
手
で

す
よ
。
と
い
う
よ
り
、
利
用

し
て
な
ん
ぼ
、
が
大
学
の
醍

醐
味
で
す
。
一
年
生
は
ま
だ

三
年
半
、
四
年
生
で
も
半
年

は
楽
し
め
ま
す
。
隙
を
見
つ

け
て
か
い
く
ぐ
り
、
寄
り
道

回
り
道
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
え
、
教
員
で
す
か
。
教
員

は
寄
り
道
回
り
道
、
つ
い
で

に
怪
我
を
し
な
い
程
度
の
落

と
し
穴
を
構
築
す
る
の
に
忙

し
い
の
で
す
。
そ
っ
と
生
暖

か
い
目
で
見
て
や
っ
て
い
て

下
さ
い
。
見
ら
れ
て
い
る
だ

け
で
活
力
が
湧
い
て
く
る
、

困
っ
た
生
き
物
な
の
で
す
よ
。

（
た
か
お
　
て
つ
や
）

で
す
が
、
ま
っ
す
ぐ
行
き
過

ぎ
る
と
途
中
を
飛
ば
し
ち
ゃ

う
事
も
あ
る
。
う
ま
く
い
け

ば
目
的
地
に
速
く
着
け
る
し
、

そ
し
て
目
的
地
の
周
辺
で
遊

べ
る
の
で
す
け
ど
ね
。
で
も
、

道
途
中
の
ケ
ー
キ
や
ど
ら
焼

き
も
お
い
し
い
も
の
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
山
道
で
、

茂
っ
た
低
木
の
中
に
通
れ
そ

う
な
道
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。

ど
う
し
ま
す
？
。
ま
ぁ
、
入

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も

そ
の
道
を
入
ら
な
い
と
、
道

の
先
に
何
が
あ
る
の
か
は
分

か
ら
な
い
。
入
っ
て
し
ば
ら

く
登
る
と
、
樹
々
の
周
り
に

苔
が
一
面
に
生
え
て
い
る
広

場
が
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た

雨
上
が
り
で
コ
ケ
と
葉
が
作

る
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
色

彩
が
す
ば
ら
し
い
。
暫
し
茫

然
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
を
抜
け
る
と
ま
た
登
り
の

生
活
科
学
部
長
　
髙
尾
　
哲
也

昔見つけた国立のケーキ屋さんのシューク
リーム。今はこれが標準として君臨。

平
成
二
九
年
度
就
職
状
況

学
寮
報
告

こ
の
夏
の
キ
ャ
リ
ア

昭和女子大学は2020年
100周年を迎えます。
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成
平

九
二

年
度
　

況
状
職
就

昭和女子大学の就職率

就職者数　上位就職先
平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成27年度

業　　種 企　業　名 人数 業　　種 企　業　名 人数

職　種

公立

私立

公立

私立

公立

私立

公立

私立

勤　務　先 人数

常　勤

非常勤

常　勤

非常勤

幼稚園

 7名

小学校

31名

職　種

公立

私立

公立

私立

公立

私立

公立

私立

勤　務　先 人数

常　勤

非常勤

常　勤

非常勤

中学校

4名

高等学校

10名

0

6

1

1

0

0

17

13

2

1

1

0

4

4

1

1

平成２9年度　主な就職先一覧

平成28年度 平成29年度

　
平
成
二
九
年
度
（
平
成
三

〇
年
三
月
卒
）
の
就
職
状
況

は
、
前
年
に
引
き
続
き
景
気

の
堅
調
を
背
景
と
し
て
企
業

の
求
人
が
増
え
、
学
生
が
比

較
的
就
職
し
や
す
い
「
売
り

手
市
場
」
の
傾
向
が
さ
ら
に

強
ま
っ
た
。
本
学
も
そ
の
流

れ
に
乗
り
、
着
実
に
就
職
実

績
を
上
げ
た
。

　
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働

省
が
五
月
一
八
日
に
発
表
し

た
平
成
二
九
年
度
「
大
学
等

卒
業
者
の
状
況
調
査
」
（
四

月
一
日
現
在
・
抽
出
調
査
）

に
よ
る
と
、
全
国
の
大
学
の

就
職
率
（
就
職
希
望
者
に
占

め
る
就
職
者
の
割
合
）
は
９

８
・
０
％
で
、
前
年
同
期
を

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

七
年
連
続
で
上
昇
し
た
。
そ

の
結
果
、
平
成
八
年
の
調
査

開
始
以
来
、
三
年
連
続
で
過

去
最
高
記
録
を
更
新
し
た
。

　
今
春
の
大
学
卒
業
生
の
選

考
開
始
時
期
は
、
前
年
に
続

き
四
年
生
の
六
月
だ
っ
た
が
、

実
際
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
水

面
下
で
の
選
考
が
行
わ
れ
、

三
年
生
の
夏
休
み
に
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
企

業
か
ら
早
い
段
階
で
内
定
・

内
々
定
を
も
ら
っ
た
学
生
も

い
た
。
製
造
業
や
金
融
、
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
、
全
般
的
に

企
業
の
採
用
意
欲
は
強
く
、

一
方
、
一
部
の
中
堅
・
中
小

企
業
は
採
用
予
定
数
を
集
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
全
国
の
男
女
別
の
数
字
を

み
る
と
、
女
子
が
９
８
・
６

％
で
前
年
同
期
を
０
・
２
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
た
の
に
対
し
、

男
子
は
９
７
・
５
％
で
、
前

年
同
期
を
０
・
６
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
た
が
、
女
子
優
位
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
女
子
が

男
子
を
上
回
る
の
は
こ
れ
で

六
年
連
続
。

　
本
学
の
場
合
、
五
月
下
旬

に
確
定
値
（
平
成
二
九
年
九

月
卒
を
含
む
）
を
ま
と
め
た

と
こ
ろ
、
卒
業
生
１
３
２
４

人
の
う
ち
就
職
希
望
者
は
１

２
７
０
人
、
就
職
者
は
１
２

５
８
人
で
、
就
職
率
は
９
９

・
１
％
だ
っ
た
。
こ
れ
は
前

年
同
期
と
同
じ
水
準
で
、
全

国
の
私
立
大
学
女
子
の
平
均

を
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

「
就
職
支
援
に
手
厚
く
、
面

倒
見
が
良
い
」
と
い
う
本
学

へ
の
評
価
を
改
め
て
裏
付
け

る
結
果
と
な
っ
た
。

　
当
事
者
で
あ
る
卒
業
生
た

ち
の
頑
張
り
に
加
え
て
、
各

学
科
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
委

員
や
ゼ
ミ
担
当
、
ク
ラ
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
方
と
キ

ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

が
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

面
接
が
本
格
化
す
る
四
年
生

の
四
月
こ
ろ
か
ら
き
め
細
か

い
就
活
支
援
を
続
け
た
成
果

と
い
え
る
。
以
上
の
就
職
率

と
は
別
に
、
就
職
者
を
卒
業

生
総
数
か
ら
大
学
院
進
学
者

を
差
し
引
い
た
数
で
割
る「
就

職
率
２
」（
実
就
職
率
）
で
み

る
と
、
本
学
の
学
部
卒
業
生

は
９
６
・
７
％
で
、
前
年
同

期
に
比
べ
１
・
２
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。
こ
の
数
字
は
、

株
式
会
社
大
学
通
信
が
集
計

し
、
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
な

ど
に
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
さ

れ
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
形
で
表

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
本
学

は
昨
年
ま
で
卒
業
生
１
０
０

０
人
以
上
の
女
子
大
で
七
年

連
続
第
一
位
を
維
持
し
て
お

り
、
今
年
も
七
月
下
旬
に
発

売
予
定
の
同
誌
で
、
八
年
連

続
が
達
成
で
き
る
か
、
期
待

が
か
か
る
。

　
学
部
の
就
職
先
を
業
種
別

に
み
る
と
、
卸
売
・
小
売
業

が
最
も
多
く
２
３
８
人
、
次

い
で
サ
ー
ビ
ス
業
が
２
０
２

人
、
銀
行
や
生
命
保
険
、
損

害
保
険
、
証
券
会
社
な
ど
の

金
融
業
が
１
７
３
人
と
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
と
金
融
が
逆
転
し

た
。そ
の
ほ
か
情
報
通
信
業
の

１
２
２
人
、
製
造
業
の
１
１

１
人
、
医
療
・
福
祉
の
１
０

４
人
、
農
林
水
産
・
鉱
業
・

建
設
業
の
７
９
人
、
教
育
・

学
習
支
援
の
７
６
人
の
順
で
、

建
設
関
係
が
増
え
て
い
る
。

　
職
種
別
で
は
、
総
合
職
と

転
勤
を
伴
わ
な
い
準
総
合
職

（
エ
リ
ア
総
合
職
）
が
合
わ

せ
て
３
８
３
人
で
就
職
者
全

体
の
約
三
割
を
占
め
た
。
こ

れ
に
対
し
一
般
事
務
職
は
３

１
３
人
で
減
少
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
職
が

客
室
乗
務
な
ど
を
含
め
８
５

人
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
７
５
人
で
、
一
方
、
資
格

系
は
教
員
が
５
２
人
、
栄
養

士
・
管
理
栄
養
士
が
４
７
人
、

保
育
士
が
４
６
人
、
医
療
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
６
人

だ
っ
た
。

　
正
社
員
、
契
約
社
員
、
派

遣
社
員
の
別
で
は
、
正
社
員

（
常
勤
教
職
員
を
含
む
）
が

１
１
９
７
人
で
、
全
体
に
占

め
る
比
率
は
９
５
・
２
％
。

昨
年
の
９
６
・
２
％
を
わ
ず

か
に
下
回
っ
た
が
、
高
水
準

を
維
持
し
て
い
る
。
契
約
社

員
は
５
８
人
で
４
・
６
％
、

派
遣
社
員
は
３
人
で
０
・
２

％
だ
っ
た
。

 

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長
・

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
　

磯
野
彰
彦
）

　　　　　　　　　　昭和女子大学 　私立大学女子平均
平成20年度 97.9% 　　 95.1%
平成21年度 94.3% 　　 90.2%
平成22年度 96.1% 　　 89.6%
平成23年度 95.0% 　　 91.7%
平成24年度 96.8% 　　 94.2%
平成25年度 97.8% 　　 94.4%
平成26年度 98.7% 　　 96.4%
平成27年度 98.8% 　　 97.9%
平成28年度 99.1% 　　 98.7%
平成29年度 99.1% 　　 98.7%
卒業生1324人 （就職1258人/希望1270人）

建　　   設 旭化成ホームズ
 積水ハウス
 大和ハウス工業
 熊谷組
 五洋建設
 清水建設
 戸田建設
 住友林業
 日揮
不   動   産 三井不動産リアルティ
 住友不動産販売
製   造   業 住友電気工業
 新日鐵住金
 住友化学
 三菱電機
 東ソー
 日本航空電子工業
 富士通
 アルプス電気
 伊藤園
 エバラ食品工業
 花王
 ＧＳユアサ
 敷島製パン
 資生堂
 信越化学工業
 住友金属鉱山
 太平洋セメント
 ＴＤＫ
 久光製薬
 古河機械金属
 明治
 ヤクルト本社
 ローム
 ＹＫＫ
 ワコール
出版・印刷 主婦の友社
卸売・小売 京王百貨店
 三越伊勢丹
 三菱食品
 そごう・西武
 セブン－イレブン・ジャパン
 日立ハイテクノロジーズ

3
3
3
2
2
2
2
1
1
5
1
4
3
3
3
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
7
5
4
2
1
1

金   融   業 みずほフィナンシャルグループ
 三菱ＵＦＪ銀行 
 三井住友銀行 
 あいおいニッセイ同和損害保険 
 日本生命保険 
 大和証券 
 損害保険ジャパン日本興亜 
 野村證券　 
 三井住友海上火災保険 
 ゆうちょ銀行　 
 ｱﾒﾘｶﾝ･ｴｷｽﾌ゚ ﾚｽ･ｲﾝﾀー ﾅｼｮﾅﾙ･ｲﾝｺー ﾎ゚ ﾚｲﾃｯﾄ゙  
 ＳＭＢＣ日興証券 
 クレディセゾン 
 シティバンク銀行　 
 商工組合中央金庫 
 信金中央金庫　 
 東京海上日動火災保険　 
 農林中央金庫　　　 
 三菱ＵＦＪ信託銀行 
航空・運輸 全日本空輸  
 小田急電鉄  
 日本航空 
 日本通運 
 東日本旅客鉄道（JR東日本） 
医療・福祉 ベネッセスタイルケア 
 国立病院機構 
 地域医療機能推進機構（ＪＣＨＯ） 
調査研究 国立健康・栄養研究所 
放送・広告 ジェイアール東日本企画 
 日本放送協会（ＮＨＫ） 
 情報通信 ソフトバンク 
 セールスフォース・ドットコム 
 サービス業 エイチ・アイ・エス 
 日本郵便 
 三菱電機ビルテクノサービス 
 星野リゾート・マネジメント 
 味の素コミュニケーションズ 
 JTBグローバルマーケティング＆トラベル 
 ＪＴＢコーポレートセールス 
 全国銀行協会 
そ   の   他 東京都(栄養士) 
 警視庁 
 東京都 

34
11
6
5
5
3
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
8
1
1
1
1
8
2
1
1
1
1
2
1
3
3
3
2
1
1
1
1
5
1
1

1
2
3

5
6

9

東京都小中高教員
みずほフィナンシャルグループ
三井住友銀行
三越伊勢丹
三菱東京UFJ銀行
三菱電機ビルテクノサービス
パナソニックホームエンジニアリング
明治安田生命保険
第一生命保険
トランス・コスモス
みずほインターナショナルビジネスサービス
富士産業
エームサービス関東

16名
14名
12名
12名
11名
8名
8名
8名
7名
7名
7名
7名
7名

1
2
3
4

6

9
10

13

東京都小中高教員
三越伊勢丹
ジェイ・エス・エス
三菱東京ＵＦＪ銀行
パナソニックホームエンジニアリング
トランス・コスモス
みずほフィナンシャルグループ
富士産業
オンワード樫山
世田谷区保育士
エームサービス関東
ベネッセスタイルケア
日本生命保険

20名
18名
16名
10名
10名
9名
9名
9名
8名
7名
7名
7名
6名

1
2
3
4
5
6

9

11

三越伊勢丹
富士産業
パナソニックホームエンジニアリング
三菱東京UFJ銀行
ジェイ・エス・エス
みずほフィナンシャルグループ
清水建設
いるま保育会
日本生命保険
ベネッセスタイルケア
全日本空輸
常陽銀行
明治安田生命保険

21名
11名
10名
9名
8名
6名
6名
6名
5名
5名
4名
4名
4名

1
2
3
4

6
7

9

12

みずほフィナンシャルグループ
トランスコスモス
東京都小中高教員
三菱ＵＦＪ銀行
ＭＳ＆ＡＤ事務サービス
埼玉県小中高教員
全日本空輸
ベネッセスタイルケア
京王百貨店
コーセー
ポピンズ
三井住友銀行
明治安田生命保険

34名
15名
12名
11名
11名
9名
8名
8名
7名
7名
7名
6名
6名

1
2
3
4
5
6

8

10
11

みずほフィナンシャルグループ
東京都小中高教員
トランスコスモス
三菱東京ＵＦＪ銀行
三井住友銀行
三越伊勢丹
朝日生命保険
エイチ・アイ・エス
日本生命保険
ポピンズ
三菱電機ビルテクノサービス
ソフトバンクコマース&サービス
全日本空輸

58名
17名
14名
12名
11名
10名
10名
8名
8名
7名
6名
6名
6名

1
2
3
4

10
11

みずほフィナンシャルグループ
東京都小中高教員
三菱東京UFJ銀行
三井住友銀行
明治安田生命保険
日本生命保険
第一生命保険
朝日生命保険
ベネッセスタイルケア
全日本空輸
日本郵便
三越伊勢丹
トランス・コスモス

43名
16名
10名
9名
9名
9名
9名
9名
9名
8名
7名
7名
7名
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ア
ー
ト
貧
困
国

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

ア
ー
ト
貧
困
国

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

―
昭
和
女
子
大
学
Ｏ
Ｇ
の
家
か
ら
発
見
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

犬
養
毅
書
簡
を
読
み
解
く
―

体
験
型
防
災
フ
ェ
ア「
太
子
堂
の
ま
ち
を
知
ろ
う
」

〜
大
規
模
災
害
の
時
、太
子
堂
の
ま
ち
は
ど
う
な
る
の
？
〜

さ
ん
ち
ゃ
を
楽
し
も
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

【7・8月の主な就職活動支援講座】（主対象：2020年3月卒業予定者）

外
崎
さ
ん
の
飾
ら
な
い
お
人
柄
に
一
気

に
引
き
込
ま
れ
る
受
講
生

7月2日･3日（月･火）   基礎のきそから始めるSPI③
7月5日･9日（木･月）    就職活動準備講座（4）①･②
7月6日（金）　　　      金融業界をめざす講座（2）
7月7日（土）　　    　  インターンシップマナー講座
8月1日（水）～3日（金）SPI夏季集中講座　入門・初級･中級クラス

第
一
回
公
開
講
座

史
料
読
解
の
世
界
へ
の
い
ざ
な
い

昭 和 学 報 （昭和女子大学発行）平 成 3 0 年 7 月 １ 日（ ３ ） 第 6 2 3号

こ
の
夏
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

電
通
ギ
ャ
ル
ラ
ボ
代
表
　
外
崎
郁
美
さ
ん
を
お
招
き
し
て

「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
ビ
ジ
ネ
ス
」

✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
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✺
✺
✺
✺
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✺
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✺
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✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
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✺
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✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺

　
五
月
一
六
日
（
水
）
に
二
〇

二
〇
年
三
月
卒
業
予
定
者
を

対
象
と
し
た
「
第
一
回
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
、

リ
ク
ル
ー
ト
就
職
み
ら
い
研

究
所
の
方
と
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
採
用
選

考
活
動
の
日
程
や
求
人
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
の
利
用
方
法
等
を
説
明

し
、
現
三
年
生
へ
の
就
活
支

援
が
始
ま
っ
た
。

　
今
年
の
就
職
環
境
は
、
売

り
手
市
場
が
続
い
て
い
る
も

の
の
、
選
考
の
短
縮
化
・
内

定
の
早
期
化
や
、
メ
ガ
バ
ン

ク
で
の
採
用
数
の
大
幅
減
少

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
に

変
化
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
多
く
の
企

業
が
選
考
の
序
盤
に
実
施
す

る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の
対
策
は
、

六
月
か
ら
七
月
に
基
礎
講
座

を
開
催
す
る
ほ
か
、
八
月
に

習
熟
度
別
の
集
中
講
座
を
実

施
し
、
各
人
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
向
上
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

　
ま
た
、前
期
の
基
幹
講
座
で

あ
る
就
職
活
動
準
備
講
座
は
、

四
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、

七
月
の
最
終
回
を
も
っ
て
「
自

己
分
析
」「
業
界
・
企
業
研
究
」

に
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
、

習
得
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
比
較
的
時
間
に
余
裕
が
あ

る
夏
の
時
期
は
、
過
ご
し
方

次
第
で
差
が
出
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
、
有
効
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
五
月
七
日
（
月
）
、
会
計
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
開
設
「
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
ビ
ジ

ネ
ス
」
の
授
業
に
電
通
ギ
ャ

ル
ラ
ボ
代
表
の
外
崎
郁
美
さ

ん
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

し
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
ご

自
身
の
就
職
活
動
の
こ
と
、就

職
後
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
携

わ
っ
て
き
た
の
か
な
ど
、
普

段
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
お

話
を
た
く
さ
ん
伺
っ
た
。
そ

の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た
の

は
、
電
通
と
資
生
堂
が
協
働

し
た
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
社

会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。親

し
み
の
あ
る
メ
イ
ク
ブ
ラ
ン

ド
が
世
界
の
女
の
子
を
支
援

し
て
い
る
こ
と
を
全
く
知
ら

ず
、
驚
き
だ
っ
た
。
ま
た
、化

粧
品
会
社
と
い
う
社
会
貢
献

や
支
援
と
関
係
の
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
会
社
で
も
、
誰

か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
陰
で
応
援

し
て
い
る
こ
と
は
素
敵
だ
と

思
っ
た
。
自
分
が
将
来
ど
の

よ
う
な
企
業
に
就
職
す
る
か

わ
か
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
て
も
誰
か

の
笑
顔
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
た
。

（
会
フ
　
松
岡
瑞
希
）

　
五
月
一
二
日
（
土
）
、

学

園
本
部
館
中
会
議
室
に
て
、リ

エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の
公
開

講
座
「
史
料
解
読
の
世
界
へ

の
い
ざ
な
い―

昭
和
女
子
大

学
Ｏ
Ｇ
の
家
か
ら
発
見
さ
れ

た
犬
養
毅
書
簡
を
読
み
解
く

―

」
を
お
こ
な
っ
た
。
授
業

の
題
材
と
し
た
の
は
犬
養
毅

に
ま
つ
わ
る
一
通
の
手
紙
で

あ
る
。
歴
史
史
料
に
は
、文
章

の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、文
字

の
色
、
切
手
や
消
印
に
至
る

ま
で
、
か
つ
て
生
き
た
人
び

と
の
痕
跡
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
手
が
か
り
を

注
意
深
く
一
歩
ず
つ
た
ぐ
り

寄
せ
て
い
く
史
料
解
読
の
作

業
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の

謎
解
き
に
も
似
た
ス
リ
リ
ン

グ
な
知
的
経
験
で
あ
り
、史
料

解
読
を
経
て
、
は
じ
め
て
史

料
は
歴
史
的
文
脈
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
輝
き
出
す
。
明
治

政
治
史
の
転
換
点
に
一
生
懸

　
五
月
二
七
日(

日)

に
三
軒

茶
屋
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
、

三
軒
茶
屋
銀
座
商
店
街
振
興

組
合
主
催
で
行
わ
れ
た
「
体

験
型
防
災
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し

た
。
世
田
谷
消
防
署
に
よ
る

消
防
演
習
や
、
Ｆ
Ｍ
世
田
谷

に
よ
る
災
害
時
情
報
提
供
、

世
田
谷
区
防
災
マ
ッ
プ
の
配

布
、
地
震
・
火
災
体
験
等
の

防
災
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
な

ど
多
数
設
け
ら
れ
、
実
際
に

体
験
し
な
が
ら
、
防
災
に
つ

い
て
知
識
を
得
る
こ
と
で
き

る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
た
。

子
ど
も
向
け
に
警
察
官
・
消

防
士
の
制
服
を
着
て
撮
影
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
参

加
し
た
親
子
も
楽
し
み
な
が

ら
防
災
に
つ
い
て
学
ん
だ
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
私
た
ち

は
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
、

昨
年
作
成
し
た
マ
ッ
プ
の
配

布
を
行
っ
た
。
こ
の
経
験
を

通
し
て
、
私
自
身
も
災
害
時

の
対
処
法
や
避
難
場
所
の
再

確
認
が
で
き
た
。
も
し
も
の

時
に
備
え
る
こ
と
は
重
要
で

あ
り
、
防
災
に
つ
い
て
考
え

る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
。

（
現
代
　
松
本
茉
珠
）

命
生
き
た
人
び
と
の
息
づ
か

い
を
現
代
に
再
現
す
る
試
み

を
通
じ
て
、
歴
史
学
の
根
幹

と
な
る
史
料
解
読
の
技
法
を

体
感
す
る
講
座
を
、
本
学
Ｏ

Ｇ
や
他
大
学
の
学
生
な
ど
を

含
む
一
六
名
の
方
が
熱
心
に

聴
い
て
下
さ
っ
た
。

（
歴
文 

准
教
授 

松
田
忍
）

場
を
一
日
体
験
し
た
。
同
研

修
は
日
本
語
の
授
業
に
加
え
、

日
本
社
会
を
様
々
な
視
点
で

知
る
校
外
活
動
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
活
動
の
一
つ

に
本
学
で
の
教
育
現
場
体
験

が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
だ
。

　
五
月
三
一
日
（
木
）
、
本
学

の
指
定
日
本
語
学
校
で
あ
る

長
沼
ス
ク
ー
ル
の
夏
季
日
本

研
修
に
留
学
生
と
し
て
参
加

し
て
い
る
米
国
テ
キ
サ
ス
州

ラ
イ
ス
大
学
の
学
生
、
一
四

人
が
本
学
で
日
本
の
教
育
現

権
時
に
歴
史
や
文
化
が
破
壊

さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、公
立

の
小
学
校
で
は
い
ま
だ
に
指

導
者
不
足
で
美
術
教
育
や
音

楽
教
育
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
。
展
覧
会
開
催
に

合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て「
美

術
教
育
の
基
礎
」
作
り
を
し

て
い
く
。
子
ど
も
た
ち
や
若

い
世
代
に
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ

ン
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
開
催
に

向
け
日
本
で
の
準
備
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
学
生
も
現
地

で
美
術
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
予
定
だ
。

（
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

藤
澤
研
究
室
学
生
一
同
）

　
国
際
文
化
研
究
所
と
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
藤
澤
研
究
室

で
は
、
ア
ジ
ア
全
域
か
ら
作

品
を
公
募
し
て
九
月
一
九
日

か
ら
二
一
日
の
三
日
間
、カ
ン

ボ
ジ
ア
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大

学
で
展
覧
会
の
開
催
を
企
画

し
て
い
る
。
ポ
ル
・
ポ
ト
政

ま
ず
訪
れ
た
の
は
本
学
初
等

部
だ
。
英
語
・
図
工
・
読
書

な
ど
の
授
業
を
参
観
し
た
。

参
加
者
は
英
語
の
授
業
で
は

生
徒
か
ら
の
英
語
で
の
質
問

に
英
語
で
回
答
し
た
り
、
逆

に
生
徒
に
日
本
語
で
質
問
し

て
み
た
り
、
様
々
な
試
み
が

行
わ
れ
た
。
本
学
学
生
と
の

ラ
ン
チ
交
流
会
を
挟
み
、
日

本
語
日
本
文
学
科
の
植
松
先

生
の
授
業
交
流
会
に
参
加
。

本
学
学
生
と
日
本
語
で
「
良

い
先
生
と
は
？
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
わ
ず
か

一
日
で
は
あ
っ
た
が
双
方
に

と
っ
て
貴
重
な
国
際
交
流
の

場
と
な
っ
た
。（

国
際
交
流
課)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
終
え
て

ラ
イ
ス
大
学
の
学
生
　日
本
の
教
育
現
場
体
験

活
動
の
源
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
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行　事　予　定

　

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

化
粧
筆

秋
桜
祭
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

26th
秋
桜
祭
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

◆
春
の
特
別
展
◆「
図
書
館
七
〇
周
年
・
近
代
文
庫
六
〇
周
年
記
念

こ
と
ば
の
い
ろ
　
こ
と
ば
の
お
と

 

〜
人
見
東
明
と
白
秋
・
露
風
の
詩
の
世
界
〜 

開
催

7月 2日（月）　大学院前期修了予定者修士論文提出日（14:00～16:00）
7月 4日（水）　第2回学友会クラス学生総会（15:30）
　　　　　　　【女教】なぜ今「女性活躍」なのか（15:30）
7月 6日（金）　大学院7月期入学試験（生活機構学専攻のみ）
　　　　 　　　図書館ゼミガイダンス最終日 
　　　　　　　 第98回メンターフェア（12:00～13:15）
　　　　　　　 図書館特別展「特殊コレクション紹介1950’s〜1960’s」（～8/3）
7月 7日（土）　大学院7月期入学試験
　　　　 　　　インターンシップマナー講座（13:00）
7月 8日（日）　図書館特別開館（9:00～16:00）
7月 9日（月）　SSIP（SWU Summer International Program）終了
　　　　 　　　図書館試験貸出開始（～7/30）
7月10日（火） 【文研】小澤真智子～旅するヴァイオリン～ 
　　　　 　　　南米音楽の夕べ（18:15）
7月11日（水） 【女教】人生100年時代を生きるあなたたちへ（15:30）
7月12日（木）　第99回メンターフェア（12:00～13:15）
7月13日（金）　外国人留学生入学試験（JPUE2次7月期）
7月14日（土）　大学院7月期入学試験 合格発表（10:00）
　　　　 　　　教員免許状一括申請申込事務連絡会（12:30）
　　　　 　　　第58回メンターカフェ（13:30～15:15）
7月15日（日）　図書館特別開館（9:00～16:00）
7月17日（火）　月曜代替日
7月18日（水）　教員免許状一括申請申込事務連絡会（15:30）
7月22日（日）　第3回オープンキャンパス（10:00～15:00）
7月25日（水）　第2回全学対象TOEIC IPテスト（4・5限）
7月26日（木）　図書館教職員ガイダンス（～8/2）
7月28日（土）　教職課程1年生向けガイダンス（13:00）
　　　　 　　　教育実習ワークショップ（14:00）
7月29日（日）　図書館特別開館（9:00～16:00）
7月31日（火）　前期授業終了      
　　　　 　　　図書館長期貸出開始（～9/18）      
　　　　 　　　前期卒業予定者「卒業論文」提出日（10:00～16:00）

キャンパる編集部ミーティングの様子

今年のトレンドは、きらきら！

東風上先生による実演。モデルは現代矢野さん

秋
桜
祭
実
行
委
員
会
幹
部

取材はいつも緊張します

日商簿記検定合格を目指し追い込みです

歴
文
三
年
生

　
大
学
生
二
年
生
の
春
、
私

は
悩
ん
で
い
た
。
勉
強
に
本

腰
を
入
れ
て
い
る
わ
け
で
も

な
く
、
か
と
い
っ
て
サ
ー
ク

本
学
歴
史
文
化
学
科
三
年
、小
林
さ
ん
は
毎
日
新
聞「
キ
ャ
ン

パ
る
編
集
部
」に
所
属
し
、活
躍
し
て
い
る
。毎
日
新
聞
で
学

生
記
者
が
作
る
紙
面
と
し
て
三
十
年
の
歴
史
を
誇
る「
キ
ャ
ン

パ
る
」̶̶

現
役
記
者
・
小
林
さ
ん
に
そ
の
活
動
に
つ
い
て
語

っ
て
も
ら
っ
た
。

ル
に
打
ち
込
ん
で
い
る
わ
け

で
も
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ

ん
な
時
「
毎
日
新
聞
キ
ャ
ン

パ
る
編
集
部
」
に
出
会
っ
た
。

き
っ
か
け
は
「
現
代
社
会
事

情
概
説
」
を
履
修
し
た
こ
と
。

そ
こ
で
、
毎
日
新
聞
社
員
で

「
キ
ャ
ン
パ
る
」
の
編
集
長

で
あ
る
内
山
さ
ん
か
ら
キ
ャ

ン
パ
る
の
紹
介
を
聞
い
た
。

な
ん
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
学

か
ら
集
ま
っ
た
学
生
記
者
だ

け
で
、
毎
日
新
聞
の
毎
週
火

曜
日
の
夕
刊
紙
面
一
面
を
書

き
上
げ
て
い
る
と
い
う
。
自

分
も
や
っ
て
み
た
い
、
瞬
間

的
に
そ
う
思
っ
た
。
そ
し
て

先
日
、
本
学
の
「
面
白
い
授

業
」
の
記
事
を
担
当
し
、
取

材
・
執
筆
を
し
た
。
取
り
上

げ
た
の
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
堤
信
子
先
生
に
よ

る
「
ス
ピ
ー
チ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
基
礎
」
。
授
業
で

は
挨
拶
や
マ
ナ
ー
な
ど
が
伝

授
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
特

に
印
象
深
い
訓
練
が
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
直
伝
の
発
声
練
習

だ
。
声
を
鍛
え
る
こ
と
で
、

自
信
を
持
っ
て
会
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

学
生
は
多
い
。
他
に
も
、
姿

勢
や
表
情
な
ど
、
自
分
を
魅

力
的
に
表
現
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
と
い
っ
た
内
容
の
記

　
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

浅
田
ゼ
ミ
で
は
、
昨
年
秋
よ

り
化
粧
筆
メ
ー
カ
ー
、
株
式

会
社
白
鳳
堂
様
の
ご
協
力
で

二
種
類
の
化
粧
ポ
ー
チ
・
化

粧
筆
セ
ッ
ト
を
開
発
。

　
こ
の
度
、
シ
ョ
ッ
プ
プ
レ

リ
ュ
ー
ド
で
の
販
売
が
決
定

し
、
そ
の
販
売
促
進
活
動
の

一
環
と
し
て
一
五
日
に
発
売

記
念
イ
ベ
ン
ト
「h

a
k
u
h
o
-

d
o

化
粧
筆
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
（
協

賛
：
株
式
会
社
白
鳳
堂
、
株

式
会
社
資
生
堂
）
。

　
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
あ
る
東
風
上
尚
江
先

生
を
お
招
き
し
、
化
粧
筆
の

魅
力
や
メ
イ
ク
の
ト
レ
ン
ド

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
。
事
前
に
募
集
し
た
学
生

五
〇
名
は
受
付
開
始
後
、
あ

っ
と
い
う
間
に
満
員
と
な
っ

た
。
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
お
客

様
と
し
て
学
生
の
み
な
さ
ん

を
お
迎
え
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
は
初
め
て
の
試
み
で
あ

り
不
安
も
あ
っ
た
が
、
当
日

は
大
盛
況
と
な
り
満
足
し
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
貴
重
な
経
験

を
活
か
し
て
今
後
も
ゼ
ミ
生

一
丸
と
な
り
、
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
。
　
　

(

ビ
ジ
ネ
ス
　
伊
藤
杏
佳)

事
を
執
筆
し
、
六
月
五
日
の

毎
日
新
聞
夕
刊
の
紙
面
に
掲

載
さ
れ
た
。

　
学
生
記
者
を
始
め
た
こ
と

で
、
人
に
物
事
を
伝
え
る
こ

と
の
難
し
さ
と
同
時
に
文
章

で
表
現
す
る
こ
と
に
魅
力
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現

在
私
は
と
て
も
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る
。
先
月

か
ら
紙
面
総
括
キ
ャ
ッ
プ
に

就
任
し
た
。
み
な
さ
ん
も
キ
ャ

ン
パ
る
編
集
部
で
学
生
記
者

を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
歴
文
　
小
林
千
尋
）

　
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科

一
年
生
は
、
同
学
部
の
ビ
ジ

ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
三
年
生

の
先
輩
方
と
東
明
学
林
に
て

学
寮
研
修
を
行
っ
た
。
私
達

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
に

は
、
皆
共
通
で
日
商
簿
記
二

級
合
格
と
い
う
目
標
が
あ
る
。

六
月
十
日
に
三
級
試
験
を
控

え
て
い
る
た
め
、
三
日
間
に

渡
る
簿
記
演
習
を
行
っ
た
。

ま
た
先
輩
方
の
デ
ィ
ベ
ー
ト

見
学
や
看
板
作
り
、
二
宮
金

次
郎
こ
と
二
宮
尊
徳
を
祀
る

報
徳
二
宮
神
社
を
訪
れ
合
格

祈
願
を
し
た
。
私
た
ち
は
入

学
早
々
に
日
商
簿
記
初
級
試

験
を
受
け
る
た
め
通
常
授
業

に
加
え
、
四
月
は
毎
週
土
曜

日
に
約
八
時
間
に
及
ぶ
集
中

講
義
も
受
け
た
。
学
寮
で
の

簿
記
演
習
は
、
主
に
通
常
授

業
同
様
に
演
習
を
積
ん
だ
が
、

二
日
目
の
み
外
部
講
師
に
よ

る
出
張
講
義
が
あ
っ
た
。
出

張
講
義
で
は
演
習
の
ほ
か
、

検
定
の
出
題
傾
向
や
攻
略
法

な
ど
の
検
定
試
験
対
策
を
行

っ
た
。
ま
た
特
別
に
作
成
さ

れ
た
対
策
テ
キ
ス
ト
を
使
い
、

対
策
に
対
策
を
積
ん
だ
。
こ

れ
か
ら
も
検
定
試
験
が
続
く

と
思
う
が
、
向
上
心
を
持
っ

て
合
格
を
掴
ん
で
い
き
た
い
。

（
学
報
委
員 

重
棟
若
菜
）

　
春
の
特
別
展
は
、
六
月
一

日
、
光
葉
博
物
館
前
で
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と

と
も
に
開
会
。
安
蔵
博
物
館

長
、
古
川
図
書
館
長
、
吉
田

副
学
長
（
特
別
展
代
表
）
の

挨
拶
、
坂
東
理
事
長
・
総
長
、

金
子
学
長
の
祝
辞
の
後
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
創
立
者

人
見
圓
吉
（
筆
名
東
明
）
の
詩

を
見
つ
め
な
お
す
機
会
と
な

っ
た
。
新
し
い
詩
の
世
界
を

繰
り
広
げ
た
東
明
・
白
秋
・

露
風
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
風
は
、

多
数
の
貴
重
資
料
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
、
自
筆
草
稿
、
初

版
本
の
装
幀
デ
ザ
イ
ン
や
挿

絵
な
ど
か
ら
も
存
分
に
鑑
賞

で
き
た
。改
め
て
、
創
立
者
が

作
詞
し
た
校
歌
を
口
ず
さ
む

と
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
味
も

二
味
も
違
う
趣
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
本
展
と
同
時
に
八
号
館
昭

ル
ー
ム
、
図
書
館
三
階
で
は

図
書
館
特
別
展
「
図
書
館
七

〇
年
の
歩
み
Ⅰ
〜
特
殊
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
ヒ
ス
ト
リ
ー
〜
」

と
題
し
た
図
書
館
開
設
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
振

り
返
っ
た
。

人
と
し
て

の
活
躍
と
、

『
近
代
文

学
研
究
叢

書
』
刊
行

に
尽
力
し
、

「
近
代
文

庫
」
を
創

設
し
た
教

育
者
と
し

て
の
偉
業

　
今
年
は
『s

t
e
p

』
と
い
う

テ
ー
マ
で
第
二
六
回
秋
桜
祭

を
一
一
月
一
〇
日
（
土
）
、
一
一

日
（
日
）
に
開
催
す
る
。

　
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
一
歩

一
歩
着
実
に
、
今
ま
で
の
伝

統
を
残
し
つ
つ
新

た
な
る
挑
戦
を
し

て
い
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　
毎
年
テ
ー
マ
に

ふ
さ
わ
し
い
ポ
ス

タ
ー
を
決
め
る
コ

ン
テ
ス
ト
を
学
生

ホ
ー
ル
で
行
っ
て

い
る
。
投
票
期
間

は
、
七
月
一
〇
日

か
ら
二
〇
日
で
あ

る
。
多
く
の
学
生

に
投
票
し
て
い
た

だ
き
、
秋
桜
祭
を

盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

（
秋
桜
祭
実
行
委
員

会
宣
伝
部
長

北
里
沙
絵
）
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